














































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































＊． ＊ ＊ 
第３部第１稿の第５章についての拙稿を発表してから19年，第３部第１
稿について書き始めてからはすでに20年が経過した。緩慢な仕事ぶりには
｢資本主義以前｣(『資本論」第３部第36章)の草稿について(下）２０９
われながら呆れるほかはない。途中で幾度か中断することを考えたが，そ
のたびに思い直して，なんとか続けてきた。その最大の原動力は，拙稿を
利用してくださる多くの読者があったことである。完結にあたって，拙稿
を研究に使ってくださった皆さん，拙稿を肯定的に評価してくださった皆
さん，気づいた誤記や誤植をお教えくださった皆さん，総じて，さまざま
のかたちで筆者を励まし，支えてきてくださった読者の皆さんに，心から
お礼を申し上げる。
（2002年９月30日）
正誤表
前稿（上）では，入稿を急いだために誤記・誤植だけでなく訳文
にも不適切な部分を残していた。下記に掲げた訂正箇所のうちの重
要ないくつかについて，数人の方から適切なご指摘をいただいた。
記して謝する。
｢｢貨幣取扱資本」
頁から行
(293）下１５
(304）上１
〃上１２
の草稿について」
訂正前
ausgedrUcht 
〔sachlich〕）
〔beiihnen〕〕
(本誌第50巻第３．４号，1983年）
訂正後
ausgedriickt 
〔sachlich〕」
〔beiihnen〕」
｢『資本論」
頁から
124上
の著述プランと利子・信用論」（本誌第68巻第１号，2000年）
行訂正前訂正後
１ｓ435Ｓ434 
｢｢貴金属と為替相場」の草稿について」
頁から行訂正前
152下１４Einfrhren
(本誌第69巻第３号，2001年）
訂正後
Einfuhren 
｢｢資本主義以前」の草稿について（上)」（本誌第69巻第4号，2002年）
頁から行訂正前訂正後
172上１０金貸業者貨幣の貸し手
２１０ 
１７７上７没頭しているというのに 没頭しているのではあるが，また
しても忘れられるのは
前提なのだ，ということである前提だ，ということがまた
もや忘れられるのである
らは61)排除されている
〃上９
らは彼の６１)地位によって排除され
ている
｢地位」－Position→Stellung
〃上11
挿入一「彼の地位によっ
て」
剰余生産物
〃下７
剰余労働
〔ここに，「｢剰余労働」→「剰余生
産物｣」という筆者注をつける〕
たとえばルーマニア
たとえばルーマニア
ジェノヴァ
ジェノヴァ
習`慣
卸売商業の要求と
資本主義的生産様式のこれらの条
件をつくりだす有機的創造物の，
〔すなわち〕近代的銀行制度の先
駆
｢394ページ」
社会的な規模での生産手段の一般
的な簿記や配分
信用・銀行システム
それ〔信用・銀行システム〕は
そしてそれは実際に
180上８
187下1たとえばローマ
188上１たとえばローマ
197下１２ゲヌア
ノノ下５ゲヌア
198上２習慣
206上１４卸売商業との要求
212上12-13資本主義的生産様式の，近
代的銀行制度の，これらの
条件をつくりだす有機的創
造物の先駆
215下９「394ページ〕
224上４一般的な簿記や社会的な規
模での生産手段の配分
〃上１２信用・銀行制度
225上１２それは
226上1６そして実際にこの生産様式
の
〃上１９小プノレ 小ブル
｢資本主義以前｣(『資本論」第３部第36章)の草稿について(下）２１１
ＯｎｔｈｅＭａｎｕｓｃｒｉｐｔｆｏｒＣｈａｐ３６ｉｎＢｏｏｋｌｌｌｏｆ“Capital” 
byKarlMarx：“Pre-CapitalistRelationships，, 
Ⅱ（Concluded） 
ＴｅｉｎｏｓｕｋｅＯＴＡＮＩ 
《Abstract》
TheprecedingfirsthalfofthisarticlepresentedaJapanesetransla‐ 
tionofthemanuscriptbyKarlMarxfｏｒ“6）Pre-BourgeoisRelation‐ 
ships'，ｏｆＣｈａｐＶｉｎｈｉｓｆｉｒｓｔｄｒａｆｔｏｆＢｏｏｋＩＩＩｏｆ“Capital'，basedon 
textandannotationsinthecompleteeditionoftheworksofKarlMarx 
andFriedrichEngels,ＭＥＧＡ,volⅡ/4.2．withcommentariesbymeans 
ofcomparativestudyofChap36inthethirdVolumeofEngels，edition： 
"Pre-CapitalistRelationships''・
Inthislatterhalftheauthorinvestigatesthecontentsofthissixth 
sｅｃｔｉｏｎｏｆＣｈａｐＶｏｆＭａｒｘ'smanuscript・Atthebeginninghemakes
clearitsspecialfeatureasahistoricalconsiderationincontrasttothe 
theoreticaldevelopmentsinfiveprecedingsections,whicharedesignat‐ 
ｅｄｂｙＭａｒｘａｓ“thedialecticalformofpresentation''､Thenheanalyses 
Marx，sinquiriesunderthefoUowingheads：LUsurer'scapitalas 
interest-bearingcapital;２.Genesisofusurer'scapitalandthecharacter‐ 
isticforms，inwhichitexists；３.Usurer'scapitalasdestroyerofpre‐ 
capitalistmodesofproduction；４.Therolesofusurer，scapitalinthe 
genesisofcapitalistproduction；５.Battlesforacompulsoryreduction 
oftherateofinterest；６.Ｃｒeationofthecreditsystembyindustrial 
capitalforthesubsumptionofintrest-bearingcapital;ａｎｄ７.Thehistor‐ 
icalmeaningofcreditsystem､Withthisarticletheautherconcludesthe 
seriesofhisanalyticalinvestigationssincel983intoMarx，smanuscript 
forCh､５ｏｆＢｏｏｋｌｌＩｏｆ“Capita１，，ｔhatEngelsemployedforPartVin 
thethirdVolumeofhisedition 
